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救急ワークステーション
伊勢市消防本部と伊勢総合病院との連携
－救命率のさらなる向上を目指し－

４月15日試行運用開始！

消防本部消防課（☎㉕１２１６）
伊勢総合病院（☎㉓５１１１）

　傷病者の救命のため、救急救命士を含む救急隊員の迅速で的確な処置は欠かせません。

　市では、救急隊員の知識・技術を向上させ、質の高い救急サービスを提供するため、４月15日㈫から、

病院派遣型の救急ワークステーションの試行運用を開始します。

　伊勢市消防本部の救急隊員を伊勢総合病院に派遣し、医師などの指導のもとで救急処置の補助や

実習を行います。実習中に救急要請があれば、病院から直接現場へ出動し、派遣の成果を生かします。

派遣日時　毎週火曜日（祝日・年末年始を除く）、午後１時～５時

救急ワークステーションの仕組み

派遣の成果
を生かす

傷病者
発生現場

救急隊員を
伊勢総合病
院へ派遣

救急要請が
あれば病院
から出動
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予算額〔平成26年度〕　３億6,464万円（全額が国からの補助金収入）

予算額〔平成26年度〕　１億4,020万円（全額が国からの補助金収入）

　４月から消費税率が８％に引き上げられましたが、国は、低所得者への負担の影響に配慮し、

暫定的・臨時的な措置として、臨時福祉給付金を支給することとなりました。

対　象　平成26年度分市民税（均等割）が課税されない人
※平成26年度分市民税（均等割）が課税される人の扶養に入っている場合や、生活保護

受給者などは対象外です。

給付額　１人につき１万円（老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金・児童扶養手当・特別
障害者手当の受給者などは5,000円を加算）

※複数の手当などを受給していても、加算額は5,000円のみとなります。

※この給付金は臨時的なものであり、１回限りの支給となります。

申請先　平成26年１月１日（基準日）時点で住民登録のある市区町村
※伊勢市では現在、申請・支給手続きを準備中です。給付時期や申請方法などが決まり

次第、「広報いせ」や市のホームページなどでお知らせします。

　臨時福祉給付金制度について詳しくは、厚生労働省のホームページにある「臨時福祉給付金」のペー

ジをご覧いただくか、専用ダイヤルをご利用ください。

　臨時福祉給付金の対象とならない人で、一定の要件を満たす子育て世帯に対しては、「子育て世帯臨時

特例給付金」を支給する予定です。

　対象として見込まれる世帯（児童手当受給者）へは別途通知する予定です。

問い合わせ先　こども課（☎㉑５５６１）

子育て世帯臨時特例給付金

　臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金の給付をかたった「振

り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

　自宅や職場などに、市や厚生労働省の職員などをかたった電話がか

かってきたり、不審な郵便物が届いたりしたら、迷わず、伊勢警察署

（☎⑳０１１０）または警察相談専用電話（＃９１１０）へご連絡ください。

・市や厚生労働省などがＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いする

ことや、手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません

・ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは

絶対にできません

・現時点では、市職員が皆さんの世帯構成や口座番号などの個人情報

を照会することはありません

福祉総務課（☎㉑５６４１）

臨時福祉給付金制度について詳しく知りたいときは…

厚生労働省のホームページ

http://www.mhlw.go.jp/
厚生労働省「臨時福祉給付金」ダイヤル

（土・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後６時）
☎03-3595-3529

（簡素な給付措置）
について臨 時 福祉給付金

臨時福祉給付金 検索

振り込め詐欺に
ご注意！
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わが家の防災対策
－住宅の耐震化－ 建築住宅課（☎㉑５５９６）

対象住宅　昭和56年５月31日以前に完成した３階
建て以下の木造住宅

※併用住宅の場合は、延べ床面積の２分の１を超え

る部分が住宅用であることが要件です。

※ログハウス・プレハブ住宅などは対象外です。

※居住者と所有者が異なる場合は所有者、共同住宅

などの場合は居住者全員の同意を得る必要があり

ます。

申し込み　住宅の所有者または所有者の同意を得た
居住者が、住宅の建築年月が分かる資料・印鑑を

持参し、建築住宅課・各総合支所地域振興課・各

支所へ 

　阪神・淡路大震災では住宅の倒壊により、東日本大震災

では津波により、多くの命が失われました。 

　住宅が倒壊して閉じ込められてしまえば、懸念される津

波から逃げることもできず、命を落としかねません。自分

自身や、大切な家族の命を守るためにも、住宅の耐震化に

取り組みましょう。

※補助金の活用を考えている人は、事前に建築住宅課へ問

い合わせてください。（補助を受けるには、必ず工事着

工前に補助金交付決定を受ける必要があります）

耐震関係の補助金窓口が変わりました

　平成26年４月から、耐震関係の補助金
の窓口が、危機管理課から建築住宅課（市

役所本館・４階）へ変わりました。

耐震関係の補助金などの一覧
○木造住宅無料耐震診断

○木造住宅耐震補強設計作成費補助

○木造住宅（準）耐震補強工事費補助（除却

工事費補助、リフォーム工事費補助を含

む） 
○耐震シェルター設置補助

○ブロック塀等撤去費補助 

　市の木造住宅無料耐震診断、または、所定の講習を受

けた耐震診断者による診断を受けた結果、評点が低かっ

た住宅については、耐震補強をする場合の設計作成費と

工事費の一部を補助します。

※申し込む際には、事前に建築住宅課へ問い合わせてく

ださい。

■耐震補強設計費用の補助
対象住宅　耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」
または「倒壊する可能性がある」（耐震診断の評点が

1.0未満）と診断された住宅
対象計画　木造住宅の耐震診断の評点を「一応倒壊しな
い」または「倒壊しない」（評点が1.0以上）にするため
の耐震補強設計の作成

補助金額　最高16万円
■工事費の補助
対象住宅　耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」
（耐震診断の評点が0.7未満）と診断された住宅で、現
在居住者がいる住宅、または居住が見込まれる住宅

対象工事　①耐震補強工事（評点を1.0以上にする工事）、
②準耐震補強工事（評点を0.7以上にする工事）、③同
じ敷地内で住宅を建て替えるために行う住宅除却工事 

補助金額　①最高116.5万円、②③最高30万円
■リフォーム工事費の補助
対象住宅　耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」
（耐震診断の評点が0.7未満）と診断された住宅で、現
在居住者がいる住宅

対象工事　耐震補強工事または準耐震補強工事と同時に
行うリフォーム工事

※リフォーム工事のみを行う場合は対象外です。

補助金額　最高20万円 

木造住宅無料耐震診断

■耐震シェルター設置補助
対象住宅　耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高
い」（耐震診断の評点が0.7未満）と診断された住宅
で、現在居住者がいる住宅（対象となる居住者は、

65歳以上の高齢者のみの世帯など）
※詳しくは、建築住宅課へ問い合わせてください。

■ブロック塀等撤去費補助
　市民の生命・身体・財産を地震から守り、災害に

強いまちづくりを推進するために、ブロック塀など

を撤去する場合、費用の一部を補助します。

補助金額　最高８万円
※詳しくは、建築住宅課へ問い合わせてください。

その他の補助事業

木造住宅耐震補強にかかる設計作成費と工事費の補助

予算額〔平成26年度〕　463万２千円

予算額〔平成26年度〕　80万円

予算額〔平成26年度〕　80万円予算額〔平成26年度〕　3,960万円



いせぼれんだより

4広報いせ ●平成26年４月15日号広報いせ ●平成26年４月15日号

いせぼれんだより No.62

伊勢市ボランティア連絡協議会（八日市場町・福祉健康センター内）（☎㉗２４２５、FAX㉗２４１２）

　暖かな日差しに包まれ、春も本番です。
　日頃は、ボランティア活動に多大なご支援
を賜り、厚く御礼申し上げます。　
　６年目に入った当会の継続事業“見回り･
見守り”活動は、安心・安全の町を築くこと
を願って全会員が取り組んでいる事業の一つ
です。また、活動を継続することでさまざま
な事件・事故の抑止力になればと強く思って
います。そして、引き続き、東日本大震災被
災地への支援活動はもちろんですが、当地の
災害時においての迅速な活動体制を構築すべ
く研修を重ねています。さらにこのたび、当
会が支援活動で再度訪れている被災地（岩手
県大槌町）の方にお越しいただくことになり
ました。映像とともに、災害時の様子と復興
への思いをお話しいただきます。ぜひ皆さま
もご参加ください。（５ページ参照）

　体の不自由な人の生活の助けとなる道具作りを目的にした

「福祉自助具推進の会」が、伊勢市ボランティア連絡協議会の

会員によって発足しました。昨年のボランティアまつりに続き、

今年２月、福祉健康センターで２回目の制作活動を実施しまし

た。当日は、プルタブ開け、リーチャなどを制作し、参加した

方々に持ち帰っていただきました。そして、必要とする方々の

声もお聞きし、今後の自助具作りに向

けて多くの課題となりました。

　関心がある皆さまも、自助具を必要

とする人の声を聞きながら、寄り添う

自助具作りを一緒にしませんか。

（小野田）

自助具を作る推進の会設立

　伊勢湾流域を発生源とする漂流ごみは年々増え続けています

が、その４分の１以上の数千トンのごみが押し寄せる答志島へ

清掃活動のボランティアに参加してきました。漂着ごみの中に

は、プラスチック、衣類、革製品、ガラス、廃材など、あらゆ

るごみがありました。清掃活動を

体験する中で、答志島のごみは地

域住民やボランティアでは解決で

きない問題であり、個々の人がご

みの廃棄や処分の方法を再確認し

ていく必要性を感じました。 （浦）

伊勢市社会福祉大会での受賞者の声
（伊勢市ボランティア連絡協議会関係、敬称略）

★伊勢市社会福祉協議会 会長表彰　ボランティア活動功労者★

○コケ玉作りや花の寄せ植えをしています。毎年大勢の人が楽しみに待ってい

てくださるので頑張ります。 花の郵便局　田中 克己
○大切な資源であるアルミ缶と古紙を回収して宅老所の運営に充てています。

地域福祉ボランティアグループふくふく会　西村 耕一
○宅老所の活動に関わって、高齢者の生きがいづくりのお手伝いをしていきた

いと思います。　 地域福祉ボランティアグループふくふく会　太田 和子

○地域の方や来館者の方々に愛される福祉の

店としてさらに頑張ります。

福祉の店「えがお」
○地域福祉のボランティア活動を認めていた

だきましてありがとうございます。

地域福祉ボランティアグループふくふく会

県環境部研修会（鳥羽市答志島）

伊勢市ボランティア連絡協議会
   会長　泰道　詞子

防災の取り組み

おめでとうございます

個人の部 団体の部

プルタブ開け
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お知らせコーナー ◆新春会員交流会で活動を振り返る

◆県障がい者芸術文化祭の協力

　新春会員交流会が１月に開催され、昨年９月に実施

された東日本大震災被災地でのボランティア活動の報

告がありました。会員ら27人が岩手県大槌町を訪問
し、仮設住宅で暮らす住民約100人を招待して伊勢う
どんとぜんざいを振る舞ったり、住民と一緒にカラオ

ケや伊勢音頭などを楽しんだりしました。大槌町での

支援は２年ぶり２度目

ですが、復興がほとん

ど進んでいない状況も

紹介され、これからも

被災地支援を継続して

いくことの必要性をあ

らためて強く感じまし

た。 （上村）

と　き　５～８月の第２・４土曜日、午後１時30分
～３時30分

ところ　福祉健康センター・３階会議室
内　容　発声･発音･アクセントなどの基本から朗

読について学びます。

定　員　10人（先着順）
※受講料は無料ですが、テキスト代1,000円が必要
です。

と　き　４月29日㈷、午後２時～３時30分
ところ　福祉健康センター・２階娯楽室
内　容　東日本大震災では何が生死を分けたのか、

また、津波などの大災害への心構えとは。

現場で撮影されたビデオも上映しながら、

被災地での貴重な経験を通して話していた

だきます。

講　師　関洋次さん（岩手県大槌町在住）
定　員　250人（先着順）
入場料　無料
※ボランティア関係者以外に一般の人も入場可。

申し込み・問い合わせ先

申し込み・問い合わせ先

伊勢朗読会・小野田さん
　☎・FAX 36１７８５
　携帯電話 090-7618-7695

社会福祉協議会伊勢支所
　☎㉗２４２５

朗読講座 受講生 募集！

ご参加ください！

“朗読を学びながらボランティア”

《東日本大震災体験者講演会》

“何が生死を分けたのか！”
被災地からのメッセージ

　三重県障がい者芸術文化祭が昨年12月に県総合文
化センターで開催されました。これは、障がい者の芸

術文化活動に対する活性化を図り、障がい者の自立と

地域社会への参画を推進することを目的とするもので

す。伊勢市ボランティア連絡協議会は、参加賞の準備

をしたり、搬入される作品を受理し部門別に仕分けた

りした後、展示会場に運ぶ作業を行いました。なかな

かの力作ぞろいで、

作者の思いや苦労が

伝わり、作業の手を

止めることもしばし

ばでした。次回には

皆さんもご覧くださ

い。きっと感動しま

すよ。 （岡田）

交流会の様子

◆「ボランティア連絡協議会リーダー研修会」
大紀町錦 津波避難タワー他　研修見学

　午前中は大紀町錦タワーと第２錦タワー（いずれも

津波避難塔）を見学しました。町
まち

中
なか

にある一段と高い

建物は、町民に安心感を与えるものに見えましたが、

実際の利用となると、階段が高齢者や足の弱い人には

厳しいものではないかと感じま

した。また、周辺の小高い山々

には、避難道がいくつも整備さ

れていました。午後からは、小

俣町本町にある特別養護老人ホ

ーム「雅之園」（平成25年開園）
の見学がありました。立派な建

物で、まるでホテルのような大

きな施設です。住宅街にあり、

周囲の生活の息吹が聞こえる環

境でした。 （野崎）第２錦タワー

作品展示会場
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話
し
合

い
、
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

に
な
る
た
め
、
管
理
栄
養
士
と

共
に
、
身
体
測
定
結
果
や
Ｂ
Ｍ

Ｉ
値
な
ど
を
も
と
に
、
必
要
な

カ
ロ
リ
ー
を
よ
り
安
全
に
摂
取

で
き
る
よ
う
、
と
ろ
み
製
剤
の

使
用
や
、
多
く
の
栄
養
補
助
食

品
の
摂
取
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

「
食
べ
る
」と
い
う
こ
と
は
、

生
き
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
こ

と
で
す
。

　

普
段
、
食
べ
た
り
、
お
茶
・

牛
乳
な
ど
を
飲
む
こ
と
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
病
気
や
老
化
に
よ
り
、
食

べ
る
こ
と（
摂
食
）や
飲
み
込
む

こ
と（
嚥
下
）
の
力
が
弱
く
な

り
、
食
事
や
水
分
が
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
障
害
が
起
き
る

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
、
褥

瘡（
床
ず
れ
）の
予
防
と
治
療
を

し
て
い
ま
す
。

　

患
者
に
対
す
る
効
果
的
な
援

助
方
法
に
つ
い
て
、
皮
膚
科
医

師
や
病
棟
看
護
師
と
情
報
交
換

を
し
、
病
室
へ
訪
問
し
て
個
別

的
な
褥
瘡
ケ
ア
を
行
う
だ
け
で

な
く
、褥
瘡
予
防
の
観
点
か
ら
、

患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
マ
ッ

ト
レ
ス
の
選
択
や
体
圧
測
定
を

行
う
ほ
か
、
寝
た
ま
ま
で
ベ
ッ

ド
を
起
こ
し
た
と
き
に
生
じ
る

体
の
ず
れ
を
取
り
除
く
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
の
栄
養
状
態
が

褥
瘡
ケ
ア
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑱

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

褥じ
ょ
く
そ
う瘡
チ
ー
ム

摂
食
嚥え

ん
げ下
チ
ー
ム

専
門
チ
ー
ム

紹
介
！
　
　

健康課（☎㉗２４３５）

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合

エネルギー消費量234㎉

消費されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕
168㎉で換算）

おにぎり約1.4個分が

ウォーキングルート情報
■距　離：約5.5km
■時　間：約70分
■歩　数：約8,000～9,000歩
■心拍数：約100拍/分（最大心拍数の約50％）
■起　伏：ほとんど無し
■エネルギー消費量：体重１kgあたり 3.9kcal
■自覚的運動強度：楽である～ややきつい
■血中乳酸値：1.7→1.2mmol/L（有酸素運動）

～潮風の道ショートコース～

市内のウォーキングコースを紹介⑱

健康課（☎健康課（☎健康課（☎健康課（☎㉗２４３５㉗２４３５

・新たに運動を始めようとす
る時は、事前に健康診断で
体調を確認しましょう。ま
た、その日の体調に合わせ
無理のないようにしましょ
う。
・動きやすい服装と運動靴で
歩きましょう。
・夜間は反射タスキやバンド
を着け、交通安全に気を付
けましょう。
・食事の直後は避けましょう。
・運動前は準備運動を、運動
後は整理運動を行いましょ
う。（準備運動は心身を運
動に慣らし、整理運動は興
奮した心身を落ち着かせま
す）

・少しきついと感じるくらい
が適した運動です。
・小まめに水分を補給しま
しょう。

・状況や体調に合わせて休憩
を入れましょう。（効果は
歩いた総量で決まるため、
休憩を入れても効果は同じ
です）

　歩く時の注意点
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二見浦駅二見浦駅

スタート / ゴールスタート / ゴール
二見公民館二見公民館

二見総合支所二見総合支所

二見小学校二見小学校 音無山音無山

国道
42号

国道
42号

二見興玉神社二見興玉神社

夫婦岩夫婦岩

二見中学校二見中学校

堤防堤防
二見浦海水浴場
二見浦海水浴場

御塩殿御塩殿

ホームセンターホームセンター

コンビニコンビニ

４km４km

５km５km

３km３km

１km１km

２km２km 伊　勢　湾伊　勢　湾

国道42号

歩道がなく交通量が
少し多いので、注意
してください。

カーブミラー
を目印に右折
します。

海岸沿いなので、風が
心地良いです。車も通
りません。 夫婦岩が望める鳥居の

所で折り返します。

石調ブロックのし
ゃれた道。土産店
が並んでいます。

内
し
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、

私
の
肩
を
持
っ
て
下
さ
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。
ど
き
ど
き
し

ま
し
た
。

　

「
宇
治
山
田
駅
で
す
。」
と
言

っ
て
、
肩
に
つ
か
ま
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

歩
く
時
に
気
を
つ
け
た
こ
と

は
、
こ
わ
く
な
い
よ
う
に
、

「
次
、右
に
曲
が
り
ま
す
。」と
、

声
を
か
け
な
が
ら
歩
い
た
り
、

し
ゃ
べ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
歩

い
た
り
し
ま
し
た
。

　

着
い
た
時
、
男
の
人
は
、「
あ

り
が
と
う
。
無
事
に
着
い
て
よ

か
っ
た
よ
。
も
し
、
案
内
し
て

く
れ
て
な
か
っ
た
ら
、
今
ご
ろ

ど
う
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。
本

当
に
助
か
っ
た
よ
。」
と
、
笑

顔
で
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
、
心
が
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
声
を
か
け
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
勉

強
し
た
こ
と
を
、
実
際
に
で
き

た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
誰
で
も
声
を
か
け
た
い
で

す
。
そ
し
た
ら
、
世
界
中
の
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

持
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
サ

ン
グ
ラ
ス
み
た
い
な
メ
ガ
ネ
を

か
け
て
い
た
の
で
、
私
は
「
目

が
見
え
な
い
の
か
な
」
と
思
い

ま
し
た
。

　

こ
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
の
で
、
声
を
か
け
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
声
を
か
け
る

の
は
、き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

で
も
、
四
年
生
の
時
の
勉
強
を

思
い
出
し
て
、
言
っ
て
み
ま
し

た
。

　

私
が
四
年
生
の
時
、
学
校
に

目
の
見
え
な
い
人
が
来
て
く
れ

て
、お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

点
字
を
作
っ
た
り
、
ア
イ
マ

ス
ク
を
つ
け
て
歩
い
た
り
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
、「
障
が
い

者
の
人
も
み
ん
な
、仲
間
で
す
。

友
達
み
た
い
に
や
さ
し
く
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
、
障
が
い

者
の
人
も
笑
顔
に
な
る
で
し
ょ

う
。」
と
い
う
先
生
の
言
葉
を

思
い
出
し
て
、
や
さ
し
く
言
葉

を
言
い
ま
し
た
。

　

「
荷
物
持
ち
ま
し
ょ
う
か
。」

と
、始
め
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

　

「
あ
り
が
と
う
。」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

「
ど
こ
ま
で
で
す
か
？
道
案

　

今
回
と
次
回
で
は
、
学
校
で

の
人
権
学
習
の
取
り
組
み
か

ら
、
小
・
中
学
生
の
作
文
を
紹

介
し
ま
す
。

「
道
案
内
」（
小
学
５
年
生
）

　

学
校
の
帰
り
道
で
し
た
。
三

十
才
ぐ
ら
い
の
男
の
人
が
、
電

柱
や
か
べ
な
ど
を
さ
わ
り
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
つ
え
は

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑５５４６）

平
成
25
年
度
人
権
作
文
集

﹁
人
権
の
芽
﹂
か
ら

他のコースは、市のホー
ムページ「くらしのガイ
ド」－「健康」に掲載し
ています。

一番大切なことは…
自分のペースで、自分のリズ
ムで、周りを見ながら、たく
さん楽しく歩くことです。
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・
調
理
く
ず
を
減
ら
す（
今
ま

で
捨
て
て
い
た
野
菜
・
果
物
類

の
皮
を
調
理
す
る
な
ど
）

・
生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す

（
水
切
り
や
乾
燥
を
行
う
、
生

ご
み
処
理
機
を
活
用
す
る
な
ど
）

※
生
ご
み
の
他
に
も
、
詰
め
替

え
商
品
の
利
用
や
、
故
障
品
の

修
理
な
ど
、
ご
み
を
作
り
出
さ

な
い
よ
う
に
意
識
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

不
要
と
な
っ
た
物
も
、
ご
み

に
す
る
前
に
、
も
う
一
度
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
別
の

人
に
使
用
し
て
も
ら
う
の
も
一

つ
の
方
法
で
す
。

　

再
使
用
が
難
し
い
物
も
、
ご

み
に
し
な
い
た
め
に
、
分
別
し

て
市
の
資
源
物
回
収
へ
出
す
な

ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
れ
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
新
た
な
資
源
と
し
て
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
資
源
物
の
分
別
に
つ
い
て

は
、「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
を
快
適
に
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ

ま
な
物
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
し
た
後
に
発
生
す
る

ご
み
の
量
が
多
い
ほ
ど
、
そ
れ

ら
を
処
理
す
る
際
に
自
然
環
境

や
大
気
に
与
え
る
負
担
は
大
き

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

処
理
に
要
す
る
経
費
も
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
発
生
す
る
ご

み
を
減
ら
し
、
こ
れ
か
ら
の
地

球
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
市
が
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
燃
え
る
ご
み
の
う
ち
、

生
ご
み
が
約
36
・
３
％（
重
量

比
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
水
分

を
含
む
生
ご
み
が
多
く
出
さ
れ

る
と
、
清
掃
工
場
で
の
焼
却
に

要
す
る
経
費
も
掛
か
る
た
め
、

発
生
す
る
生
ご
み
の
量
自
体
を

抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
効
果
的
に
減
ら
す

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
工
夫
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
食
品
な
ど
を
未
利
用
の
ま
ま

捨
て
な
い（
賞
味
期
限
・
消
費

期
限
内
に
利
用
す
る
、
必
要
以

上
に
購
入
し
な
い
な
ど
）

・
料
理
の
残
飯
を
減
ら
す（
料

理
を
作
り
過
ぎ
な
い
、
残
さ
ず

に
食
べ
る
な
ど
）

め
ざ
せ
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

暮
ら
し
の
中
の

ご
み
を
減
ら
そ
う

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
ご
み

ご
み
を
作
ら
な
い
生
活
を

～
生
ご
み
を
減
ら
そ
う
～

再
使
用
と
リ
サ
イ
ク
ル

確
な
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
、

何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
際
に
は

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
化
粧
品
に
よ
る

消
費
者
被
害
が
起
こ
っ
て
お

り
、
そ
の
被
害
は
広
範
囲
に
及

ん
で
い
ま
す
。
成
分
表
示
は
、

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
が
並
び
、

敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
肌
の

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
に
、

化
粧
品
の
成
分
が
分
か
れ
ば
原

因
の
特
定
に
も
役
立
ち
ま
す
。

記
載
さ
れ
た
情
報
を
上
手
に
活

用
し
た
い
も
の
で
す
。

　

化
粧
品
の
成
分
表
示
は
、
平

成
13
年
か
ら
、
配
合
さ
れ
て
い

る
全
て
の
成
分
を
表
示
す
る

「
全
成
分
表
示
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
前
は
、
指
定
さ
れ
た

１
０
２
種
の
指
定
成
分
と
香
料

の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
指
定
成
分
以
外
の

成
分
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

す
恐
れ
の
あ
る
成
分
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
す
で
に
全
成
分
表
示

と
な
っ
て
い
る
欧
米
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
現
在
で
は
全
成
分

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
合

量
の
多
い
順（
配
合
率
１
％
以

下
の
も
の
は
順
不
同
）
に
容
器

に
記
載
し
、
容
器
に
書
け
な
い

場
合
に
は
外
箱
に
表
示
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
成
分
表
示
と
な
っ
た
こ
と

で
、
企
業
に
は
消
費
者
へ
の
的

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成26年度〕
983万円（うち県補助金
572万９千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

化
粧
品
の
成
分
表
示
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対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３

年
生

派
遣
日
程　

７
月
25
日
㈮
〜
８

月
17
日
㈰（
派
遣
先
や
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

派
遣
先　

米
国
、
英
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ

パ
ン
、
セ
ブ
、
フ
ィ
ジ
ー

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校

体
験
、英
語
研
修
、地
域
見
学
、

野
外
活
動
な
ど

参
加
費　

25
〜
65
万
円

申
込
期
限　

６
月
２
日
㈪
ま
た

は
９
日
㈪（
派
遣
先
や
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法

人
国
際
青
少
年
研
修
協
会（
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
）

が
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
事
業
説
明
・
ア
ピ
ー
ル
な
ど
）

に
よ
り
選
定

※
申
請
用
紙
な
ど
は
、
同
課
・

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
各

支
所
・
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ

ト
ピ
ア
・
二
見
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
伊
勢

図
書
館
・
小
俣
図
書
館
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
実
際
の
国
際

体
験
を
通
し
て
異
文
化
へ
の
理

解
や
国
際
交
流
を
深
め
、
国
際

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
小

学
生
〜
高
校
生
の
海
外
派
遣
を

行
っ
て
お
り
、
次
の
と
お
り
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
元
気
で
活
気
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
団

体
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
団
体　

市
内
で
地
域
貢
献

活
動
に
取
り
組
む
団
体

※
一
部
、
対
象
外
と
な
る
団
体

が
あ
り
ま
す
。

対
象
事
業　

４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日
に
実
施
す
る
事

業補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
８
以
内（
上
限
10
万
円
）

申
し
込
み　

５
月
２
日
㈮（
郵

送
の
場
合
は
５
月
1
日
㈭
必

着
）
ま
で
に
、
申
請
用
紙
な
ど

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課

（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）へ

選
考
方
法　

５
月
18
日
㈰
に
開

催
す
る
審
査
会
で
、
申
請
団
体

　

こ
の
た
び
、
そ
の
取
り
組
み

内
容
を
ま
と
め
た
「
伊
勢
志
摩

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
30
日
㈬（
必

着
）ま
で

提
出
資
格　

伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・

志
摩
市
・
玉
城
町
・
度
会
町
・

大
紀
町
・
南
伊
勢
町
・
明
和
町

に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

提
出
方
法　

所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
な
ど
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒

516

－
8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

FAX
�
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
ス

kikaku
-cyo

usei@
city.ise.

m
ie.jp

）へ

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
縦
覧

　

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）は
、
意
見
募

集
の
期
間
中
、同
課
、総
務
課
、

市
役
所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー

ル
、各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、

各
支
所
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習

　

市
で
は
現
在
、
近
隣
市
町
と

共
に
定
住
自
立
圏
構
想
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
伊
勢
市

と
近
隣
市
町
と
が
相
互
に
役
割

分
担
し
、
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
圏
域
全
体
で
必
要

な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
地
方

圏
へ
の
人
口
定
住
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

企
画
調
整
課（
☎
�
５
５
１
０
）

伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
４
９
）

活
性
化
活
動
事
業
補
助
金

の
補
助
団
体
を
募
集

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

１
０
９
万
４
千
円

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
４
９
）

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
を
募
集
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イルカさん

と
き　

４
月
23
日
㈬
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

県
伊
勢
庁
舎
・
４
０

１
会
議
室

対
象　

公
共
職
業
安
定
所
に
登

録
し
、
就
職
を
希
望
し
て
い
る

障
が
い
者

※
５
事
業
所
程
度
の
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
食
事
の

適
量
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
適
量
を
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
適
量

を
覚
え
て
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

５
月
11
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

適
正
カ
ロ
リ
ー
・
バ
ラ

ン
ス
食
に
つ
い
て
の
講
話
、
旬

の
食
材
で
作
る
バ
ラ
ン
ス
食
の

調
理
実
習

定
員　

25
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

調
理
実
習
費
３
０
０
円

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

Ｅ
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
で
販
売
し
ま
す
。

と
き　

①
５
月
17
日
㈯
・
②
23

日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に（
保
健
師
の
話
、

沐も
く
よ
く浴
実
習
、妊
婦
模
擬
体
験
）、

②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
に

つ
い
て（
保
健
師
の
話
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

持
ち
物　

手
工
具

申
し
込
み　

４
月
25
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
を
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
受
講
中
の
け
が
な
ど
は
本
人

の
責
任
と
な
り
ま
す
。

と
き　

６
月
22
日
㈰
、
午
後
４

時
〜

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

出
演
者　

イ
ル
カ
さ
ん

入
場
料　

４
８
０
０
円（
全
席

指
定
席
）

※
入
場
券
は
、
４
月
19
日
㈯
・

午
前
９
時
か
ら
同
館
事
務
所
・

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
喫
茶
ア

イ
ド
ル
・
村
林
楽
器
店
な
ど
で
、

午
前
10
時
か
ら
村
井
楽
器
伊
勢

店
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
エ
ム
ズ

ネ
ッ
ト（
三
重
県
文
化
会
館
Ｗ

　

木
工
産
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
、
次
の
と
お
り
木
工
講
座

を
開
催
し
、
優
れ
た
木
工
技
術

を
持
つ
技
術
者（
職
人
）の
育
成

を
図
り
ま
す
。

と
き　

５
月
〜
平
成
27
年
３
月

の
第
２
・
４
土
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時（
計
22
回
）

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

手
工
具
の
使
い
方
・
仕

込
み
、木
工
機
械
の
操
作
実
習
、

組
み
加
工
実
習
、
希
望
作
品
の

制
作
実
習

講
師　

井
坂
益ま

す

水み

さ
ん（
井
坂

家
具
店
主
）

定
員　

10
人（
実
技
に
よ
る
選

考
会
な
ど
で
受
講
者
を
決
定
）

※
選
考
会
は
、
５
月
３
日
㈷
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
同
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

参
加
費　

１
万
４
０
０
０
円

（
希
望
作
品
の
材
料
費
が
別
途

必
要
）

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
６
７
７
）

木
工
講
座

催
し
物

観
光
文
化
会
館（
☎
�
５
１
０
５
）

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

イ
ル
カ
ほ
の
ぼ
の

コ
ン
サ
ー
ト

Ｗ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

Ｙ
ｏ
ｕ

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
！

～
ひ
び
け
！ 

惑
星
に
。

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

約
15
万
７
千
円（
８
回
分
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

始
め
ま
し
ょ
う
！

適
正
カ
ロ
リ
ー
生
活

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
�
８
６
０
９
）

障
害
者
ミ
ニ
就
職
面
接
会

講 

座
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５
月
１
日
〜
７
日
の
憲
法
週

間
に
ち
な
み
、津
地
方
裁
判
所
・

津
地
方
検
察
庁
・
津
地
方
法
務

局
で
は
、
次
の
と
お
り
合
同
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
８
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分（
集
合
時

間
は
午
後
１
時
15
分
）

集
合
場
所　

津
地
方
検
察
庁

（
津
市
中
央
３

－

12
）

内
容　

裁
判
員
裁
判
法
廷
・
検

察
庁
の
取
調
室
・
法
務
局
の
登

記
窓
口
な
ど
の
見
学
、裁
判
官
・

検
察
官
な
ど
か
ら
の
説
明

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

４
月
15
日
㈫
〜
５

月
７
日
㈬
に
、
同
検
察
庁
へ

と
き　

５
月
16
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
雨
天
中

止
）

集
合
場
所　

小
俣
総
合
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

明
野
・
深
緑
と
清せ

い

源げ
ん

池い
け

コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

保
険
代
30
円
程
度
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

※
参
加
者
に
は
、
み
ん
な
で
作

っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
進
呈
し
ま

す
。

※
天
候
や
稲
の
生
育
状
況
な
ど

に
よ
り
、
一
部
の
作
業
が
体
験

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
な
運

動
の
一
つ
で
、
体
に
大
き
な
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
長
く

続
け
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
案
内
役

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

と
き　

５
月
４
日
㈷（
田
植
え
）

〜
10
月
の
土
・
日
曜
日
・
祝
日

の
う
ち
10
日
程
度

と
こ
ろ　

西
豊
浜
町
の
農
地
な

ど対
象　

市
内
在
住
の
人（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容　

田
植
え（
手
植
え
）・
除

草
作
業
・
稲
刈
り
な
ど
の
作
業

体
験
、
カ
カ
シ
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
、
収
穫
祭
な
ど

定
員　

80
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
小
学

生
以
下
は
５
０
０
円
）

申
し
込
み　

４
月
25
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
同
課
へ

農
林
水
産
課（
☎
�
０
３
７
０
）

伊
勢
稲
作
学
校

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

津
地
方
検
察
庁

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
６
５
）

三
庁
合
同
見
学
会

広
告
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森
林
・
緑
は
、
お
い
し
い
水

や
き
れ
い
な
空
気
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
災
害
防
止
・
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
森
林
・
緑

を
守
り
、
育
て
る
た
め
、「
緑

の
募
金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、
自

治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
行
う
緑
化
活
動
や
森
林
整

備
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

募
金
方
法
な
ど
は
、
同
課
ま

た
は
公
益
社
団
法
人
三
重
県
緑

化
推
進
協
会（
☎
０
５
９
・
２

２
４
・
９
１
０
０
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春
の
募
金
運
動
期
間　

５
月
31

日
㈯
ま
で

　

左
表
の
市
有
地
を
先
着
順
で

売
却
し
ま
す
。

対
象　

一
定
の
資
格
を
満
た
す

個
人
ま
た
は
法
人

申
し
込
み　

８
月
19
日
㈫
ま
で

に
、
申
込
書
と
添
付
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
売
却
の
案
内
書
は
同
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

用
地
課（
☎
�
５
５
６
２
）

市
有
地
を
先
着
順
に
売
却

市有地売却物件

所在地 大湊町字稲荷裏 
422番47

大湊町字稲荷裏 
422番48

面積 159.24㎡ (約48坪) 243.45㎡ (約73坪)

地目 宅地 宅地

建ぺい率 60% 60%

容積率 200% 200%

用途地域 第一種住居地域 第一種住居地域

最低売却価格 1,274,000円 1,948,000円

農
林
水
産
課（
☎
�
０
３
７
０
）

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

時とき  所ところ　対対象 　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

６月15日号＝４月30日㈬
７月１日号＝５月15日㈭

イベント掲示板
&みんなの広場

掲載申し込み
締め切り

時５月10日㈯、14：00～　所皇學
館大学・４号館431教室　内講座
「暮らしのなかの神々」櫻井治男

さん（皇學館大学神道学科教授）

時５月11日㈰、10：00～16：00
所展示ハウス「しあわせステー
ジ」（黒瀬町1253-4）　内洗濯・
クリーニング済みの洋服、かば

ん、アクセサリー、小物などの

交換会。一人10点まで持ち込
み、他の人が持ち込んだ物を10
点まで持ち帰ることができま

す。　料500円

時５月20日㈫、9：30～15：00
所県営総合競技場・体育館本館
内全国からレクダンス大好きな仲
間が伊勢に集います。この機会に、

楽しく、やさしいレクダンスを一

緒に楽しみませんか。　料1,500円

皇學館大学月例文化講座 お洒
しゃ

落
れ

な古着交換会 チア・アップ レクダンス
伊勢大会 兼 コミダン・
レインボーＩＮ伊勢

皇學館大学（☎22-8635） 西村さん（☎090-2771-9090）

平沼さん（☎25-7867）

　

障
が
い
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
障
害
者
相
談
員（
左

表
参
照
）
が
、
市
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
障
が
い
者
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
�
５
５
７
５
、FAX
⑳
８
５
５
５
）

障
害
者
相
談
員

市内の障害者相談員
氏　名 住　所 連絡先

身体障害者 
相談員　　

肢体

齋藤　　茂 宮後２丁目 090-5603-9071
酒徳　和之 二見町山田原 43-3513
下　　郁雄 小俣町元町 25-0852
清原もゝ代 常磐２丁目 25-3227

視覚 鈴木　　守 岩渕１丁目 24-0870
聴覚 村上喜代子 小俣町明野 37-3256（FAX）

知的障害者相談員
松本冨佐子 小俣町本町 25-5703
中山トキ子 上地町 25-7632
小林えり子 藤里町 22-2027
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追
加
す
る
歯
科
医
院

・
ひ
が
し
歯
科
医
院（
大
紀
町

大
内
山
、
☎
０
５
９
８
・
７
２
・

２
０
２
１
）

・
ひ
ま
わ
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
大
紀
町
滝
原
、
☎
０
５
９
８
・

８
６
・
２
３
８
２
）

・
平
本
歯
科
医
院（
小
俣
町
本

町
、
☎
�
０
６
４
８
）

※
い
ず
れ
も
要
予
約
。

実
施
し
な
く
な
る
歯
科
医
院

・
森
歯
科
医
院（
南
伊
勢
町
五

ヶ
所
浦
）

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・

高
齢
者
口
腔
総
合
健
康
診
査

実
施
歯
科
医
院
の
追
加
な
ど

　

平
成
26
年
度
の
市
税
の
納
期

限
日
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

納
期
限
日
は
、
基
本
的
に
納

期
月
の
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、納
期
限
日
が
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、
次
の

平
日
が
納
期
限
日
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
12
月
は
年
末
年
始

の
関
係
で
26
日
が
納
期
限
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

納
期
限
日
を
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
よ
く
確
認
し
、
納
期
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

収
税
課（
☎
�
５
５
３
７
）

市
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

平成26年度　市税の納期限日
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市県民税 
（普通徴収分）

－ －
第１期 
30日

－
第２期 
９月１日

－
第３期 
31日

－ －
第４期 
2月2日

－ －

固定資産税・ 
都市計画税

第１期 
30日

－ －
第２期 
31日

－ － － －
第３期 
26日

－
第４期 
３月２日

－

軽自動車税 －
全期 

６月２日
－ － － － － － － － － －

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

時４月26日㈯、14：00～　所ハートプラザみその・
多目的ホール　内ピアノのＰ＆Ｙ・キム、ソプラノ
の廣めぐみ、ギター朗読の遊

ゆう

去
きょ

によるコンサート。

ボレロ、アランフェス、やまなしなどを演奏。

料一般1,000円、高校生以下500円　申事前に廣垣さ
んへ

時４月20日㈰～５月６日（振休）　所伊勢志摩スカイ
ライン・朝熊山頂展望台　内「朝熊山レストハウス」
お別れ写真展、各種ダンスイベントや撮影会など。

伊勢市民には記念はがき贈呈。詳しくはホームペー

ジで。　料伊勢志摩スカイラインの通行料が必要

時４月27日㈰、11：00～15：35　所生涯学習センターい
せトピア・多目的ホール　内吟剣詩舞、大正琴、フラダ
ンス、カラオケ、着付け、民謡、民舞、日舞などの舞台

発表

時５月13日～７月15日の毎週火曜日、10：00～11：30（計
10回）　所福祉健康センター・２階　対60歳以上の人
内下半身を中心に、気軽にできる筋力アップ教室を開催
します。専門家による元気の出るツボもご紹介します。

定30人（申し込み多数の場合は抽選）　料教材費が必要
申４月22日㈫までに、住所・氏名・年齢・電話番号を、
往復はがきで同会（〒516-0076八日市場町13-1）へ

スプリングカジュアルコンサート

第２回 朝熊山春まつり

で愛ふれ愛フェスティバル

おたっしゃ 筋力アップ教室

廣垣さん（☎62-2838）

三重県観光開発㈱・伊勢志摩スカイライン（☎059-226-6752）

いせハンドinハンド・酒徳さん（☎22-0288）

伊勢市視覚障害者福祉会（☎24-5510）

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成26年度予算〕 　　2,900万円（24回分）

発行日／平成26年４月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第139号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

　市では、防災機能の充実・強化を図るため、市の

組織に新たに「危機管理部」を設置しました。危機

管理部が行う主な業務内容などは下表のとおりです。

　なお、これまで総務部の中にあった危機管理課は、

危機管理部に移ります。

宮川中学校・沼木中学校

統合校の校名案を募集中
　宮川中学校・沼木中学校統合準備会では、５月20日㈫まで、統合校の校名案を募集して

います。新しい学校にふさわしい校名案をお待ちしています。

応募資格　宮川・沼木中学校区の小・中学校に通う児童・生徒と保護者、宮川・沼木地区に
在住する人、宮川・沼木中学校の卒業生

※応募方法については、市のホームページまたは宮川中学校・沼木中学校統合準備会だより

をご覧ください。

※宮川・沼木中学校区の小・中学校に通う児童・生徒には、各学校で応募用紙を配布します。

　「広報いせ」４月１日号・裏表紙に掲載しました「倉田山公園野球場

リニューアルオープンイベント」の記事について、右記のとおり開催日

の表記に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

危機管理部の主な業務内容
部名 課名 電話番号 主な業務内容

危機管理部
危機管理課

☎㉑５５２４ 風水害・地震などの防災対策、危機管理

☎㉑５５２３ 防犯

防災施設整備課 ☎㉑５５７４ 防災施設（津波避難施設など）の計画、整備

４月から市の組織に
危機管理部が新設されました 職員課（☎㉑５５０５）

教育総務課（☎㉒７８９３）

学校統合に向けて❺

広報広聴課（☎㉑５５１５）お詫びと訂正

３月10日正

３月11日誤




